
＊１：新授業時間割 

＊２：1 コマ 100 分の授業をモジュール単位で切り替えること（例：50 分の講義と 50 分のグループデ

ィスカッション）や、1 モジュール 50 分を週 2 回実施する授業の導入などが可能になります。 

＊３：新学年暦（2017 年度の例）２学期４ターム制 

＊４：「春学期の後半ターム＋夏期休暇」で海外に留学するなど、学生自らの主体的な学びを促進し

ていきます。 

＊５：総合的教育改革は次の 8 つの骨子から成ります。 

① モジュール制による 6 講時の時間割を基に「柔軟な時間割」を構築し、授業の方法・目的に

応じた多様な授業設計を可能にすること 

② 半期 14 週を基本に、これを 7 週間ごとに 2 つのタームに分割し、学期とタームの併用による

「柔軟な学年暦」を構築し、各学部等の教育・研究の目的に応じた教育体制を可能にすること 

③ 「柔軟な時間割」と「柔軟な学年暦」を活用することで授業方法の質的転換を図り、アクテ

ィブ・ラーニングを推進すること 

④ 留学など学生の主体的な学びの機会を提供できる環境を整備し、併せて学ぶ意欲に応えられ

るプログラムを整備すること 

⑤ 教員の研究時間を確保するとともに海外との学術交流を活性化し、これを教育に還元するこ

と 

⑥ 全学カリキュラム・ポリシーを策定し、総合大学としての体系化されたカリキュラムを構築

すること 

⑦ 学部間共通プログラムの整備と併せて、総合大学としての知的資産を最大限に活用した学部

間連携教育を推進すること 

⑧ 学生から見てわかりやすく、かつ持続可能な大学作りに向けた適正なカリキュラム規模を実

現すること 


